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防災受信機サービスの提供

防災行政無線を自宅で聞けるように

屋外の防災スピーカーの声が聞き取れない

激しい雨音と雷、閉め切った窓



防災受信機サービスの提供 2015年～



令和元年 総務省「放送と通信を連携したローカルコンテンツの配信及び災害情報の提供の在り方」に係る実証事業



住民による情報提供の可能性についても調査



実証実験
2019年11月7日

広島市内
公募した市民41人参加

20代 9人
30代 6人
40代 9人
50代 7人
60代 3人
70代 2人
無回答 5人











【まとめ】避難促進と分散避難を進めるには

地域住民▶身の回り（地域）の情報を発信

・道路や交通状況
・近くの避難所の状況
・河川や山林の状況

など

報道機関が２次利用

・避難行動の促進
・リアルタイムで状況判断
分散避難を促進

写真・動画付き
高い効果

・より詳細な情報の発信


